
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.1.13 

倉吉北高図書館 

２０２２年４月１日、成人年齢が１８歳になります。明治時代から今日まで１４０年間にわたって日本の成人年齢は２０歳でしたが、法改正に伴

い今年４月から１８歳で成人となります。 

ちょっとややこしいですが、２００４年４月２日以降生まれの人は、１８歳の誕生日で成人になります。２００２年４月２日から２００４年４月１日

の間に生まれた人は、今年の４月１日で成人となります。（もちろん、今年４月までに２０歳なる人も誕生日で成人です） 

１月第２月曜日は「成人の日」です。今年は１月１０日でしたね。日本では生まれてからいくつかの通過儀礼が

行われてきました。通過儀礼とは、誕生を感謝するとともに成長と幸せを願って神社などにお参りする「お宮参

り」や「七五三」、そして成人になったことを祝う「成人式」などがあります。 

この成人式は、大人として認められる第一歩ということもあり、特別な思いが込められるのではないでしょうか。 

１８歳（成人）になったらできること ２０歳にならないとできないこと（現在と同じ） 

★親の同意がなくても契約できる 

  携帯電話の契約・ローンを組む・クレジットカートの作成 

  アパートを借りる 

★パスポート（１０年有効）の取得 

★公認会計士、司法書士、医師免許、薬剤師免許などの国家資格の取得 

★結婚（男女ともに結婚可能年齢が１８歳に） 

★性別の取り扱い変更審判が受けられる（性同一性障害の方） 

（従来から認められているもの：普通自動車運転免許の取得・選挙権） 

▲飲酒 

▲喫煙 

▲競馬、競輪、オートレース、競艇などの投票券を買う 

▲養子を迎える 

▲大型・中型自動車運転免許の取得 

参考資料：18歳から“大人”に！成年年齢引下げで変わること、変わらないこと。  | 政府広報オンライン (gov-online.go.jp) 

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201808/2.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来ることが増える一方で、【責任】が伴うことを忘れないように。今までのように「未成年」として保護されてきた部分がなくなります。親の

承諾なしで様々な契約ができるようになりますが、知識がないまま契約を結ぶとトラブルや犯罪に巻き込まれることもあります。そうならな

いためにも自分自身で知識を学び、ルールを知った上で契約するようにしましょう。 

また少年法も改正になり、刑事処分の範囲の拡大や実名報道が一部解除になります。自分自身の行動に【責任】が付くのも大人として当然の

こと。成人だけど、高校生という複雑な立場ですが、自分は成人したんだという自覚をもって生活したいですね。 

 

 

18歳から“大人”に！成年年齢引下げで変わること、変わらないこと。  | 政府広報オンライン (gov-online.go.jp) 
大人への道しるべ (seinen.go.jp) 
「社会への扉～12のクイズで学ぶ自立した消費者」消費者庁発行 

「１８歳を迎える君へー契約について学ぼう」法務省発行 

困ったときは 
迷わず、相談 

「悲しみの秘義」若松英輔著（914/ﾜ） 

人生において、悲しい出来事は必ずある。悲しみを通じてでしか開かない扉

がある。悲しみがあるから生きていられる— 

宮澤賢治が、妹が病に倒れ、亡くなる半年ほど前に読んだ「小岩井農場」と

いう詩がある。この詩には、けっして淋しくはない。しかしいくら淋しくないと

思ってもいずれまた淋しく思ってしまう。でもそれでいいのだ。と書いてい

る。悲しく思うこと、それは相手のことを思うからこそであり、それを無理に消

してしまうことはない、出会えた本当の意味を知るのは、会えなくなったこれ

からだ。と著者の若松氏は書いている。「死にたいと思ったときに読む本」と

して紹介された一冊。（NHKにて放送「理想本箱」） 

「明日へつながる５つの物語」あさのあつこ著（91３/ｱ） 

優しく、希望あふれる一冊。 

がん治療を続けている自分は再発への不安と闘いながら、小さなことで生き

ている幸せを感じるようになった。いつも反発していた娘が結婚する時、見

えていたものと違う親子の温かさに気づく。（「この手に抱きしめて」） 

岡山城主、池田綱政は悩んでいた。次々と起こる天災に見舞われ、岡山の民

は親を失い、子を失い、飢餓に苦しんでいた。城主として何をなすべきか。そ

んな折、父光政に仕えていた津田がやってきた。そして偉大な父もまた悩み

苦しんでいたが、人に助けられ支えられながらこの地を治めていたことを思

い出す・・・（「烏城の空」） など５つの物語。 
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